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労働安全衛生関係

免許試験日程
2020年１月から３月までの間に
当センターで実施する学科試験
の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/
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労働安全衛生法に基づく各種健康診断を受診いただけます。
●定期　●雇入れ時　●海外派遣時　●特定業務従事者　●深夜業務従事者　など

(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています
(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています

一般健康診断

労働安全衛生法に基づく各種作業環境測定を実施いただけます。
●粉じん　●特定化学物質　●金属　●有機溶剤　●騒音　など

作業環境測定

健康支援活動を行っています。
●産業医　●保健指導　●健康教育　●ストレスチェック

産業保健活動

対象となる特定の業務に従事している労働者に対し実施する健康診断です。
●VDT　●騒音　●腰痛　●振動　など

行政指導による健康診断

一般健診とは別に、有害業務に従事する労働者は業務内容に応じた健康診断を受診する必要があります。
これらの健康診断を総称して、特殊健康診断といいます。
●じん肺　●有機溶剤　●鉛　●特定化学物質　など

特殊健康診断

◉ご不明な点がございましたら、
　労働衛生センター（TEL 086-281-4500  FAX 086-282-6548）まで
　お気軽にお問合せ下さい。

労働災害－災害事例・統計－ 15

12月は「職場のハラスメント撲滅月間」です
安心して働くための「無期転換ルール」とは？
岡山県最低賃金
高年齢労働者労働災害防止シンポジウムのご案内
粉じんばく露防止対策講習会のご案内

2
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3
10
12

第30回備北地区ゼロ災運動研究集会を開催
令和元年度労務管理講習会のご案内
事業場見学研修会を行いました
荷役災害防止説明会のご案内
こんな時、どうする？ 人事・労務Ｑ＆Ａ

5
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14
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事業主の皆様・有期労働契約で働く皆さまへ

※無期労働契約の労働条件（職務、勤務地、賃金、労働時間など）は、別段の定め（労働協約、就業規則、個々の労働契約）
　がない限り、直前の有期労働契約と同一となります。労働条件を変える場合は、別途、就業規則の改定などが必要です。

※定年後の継続雇用の高齢者等に関する「有期特措法による無期転換ルールの特例」があります。詳しくは岡山労働局ＨＰへ。

無期転換ルール、有期特措法の特例については、岡山労働局雇用環境・均等室にご相談ください。
TEL 086－225－2017

無期転換ルールとは ?

対象となる労働者

安心して働くための「無期転換ルール」とは？

　職場におけるセクシュアルハラスメント、妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントは防止措置
が事業主に義務付けられています。　職場のパワーハラスメント（いじめ・嫌がらせ）についても、防止措置が法
制化され、事業主の義務となります。（令和元年６月５日公布。施行は公布から1年以内で政令で定める日。）
　忘年会、新年会等で飲酒をする機会が増える季節です。ハラスメント防止について再周知をしましょう。

自分だけ、部署の食事会に誘われない。
同僚の前で、上司から無能呼ばわりされた。

従業員からセクハラの相談が
あったが、どのように対応す
ればいいかわからない。

ＳTOＰ！！　職場のハラスメント！！

職場でのハラスメントに悩んでいませんか
たとえば・・・

12月は「職場のハラスメント撲滅月間」です！

お客様から、しつこく連絡先を聞かれて困
っている。これはセクハラになるだろうか。

ハラスメントの防止措置は、
何をすればいいか。

岡山労働局
ハラスメント対応
特別相談窓口

受付時間　９時30分～17時00分
電話番号　086－225－2017
住　　所　岡山市北区下石井１－４－１　岡山第２合同庁舎３階
○入館の際に身分証明書の提示が必要です　　○駐車場　有　

忘年会、新年会の席も職場です！

企業の担当者働く人
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第30回備北地区ゼロ災運動研究集会を開催第30回備北地区ゼロ災運動研究集会を開催
　新見支部では11月26日（火）に備北地区ゼロ災運動研究集会をまな
び広場にいみで開催しました。年末年始無災害運動実施に向けて、毎
年この時期に開催しており、今回で30回となります。65名の参加者と
標語受賞者及び来賓の方々合わせ出席者は80名
となりました。
　薮田安全衛生委員の司会進行のもと、労働災
害で亡くなられた方々を悼み黙祷をささげた
後、小林安全衛生委員のゼロ災コールで開会
し、岡﨑支部長の挨拶の後、ゼロ災標語の優秀

標語の表彰式を行いました。標語募集は昨年度に引き続き２回目となりますが、今回は
942句の応募がありました。安全衛生委員会にて審査をし、新見労働基準監督署長賞は住
友電工焼結合金（株）小郷政弘氏、新見支部長賞は備北粉化工業（株）須田協正氏、安全
衛生委員長賞は住友電工焼結合金（株）矢野俊一氏が受賞され、各受賞者に貞宗新見労働基準監督署長、岡﨑新
見支部長、江川安全衛生委員長から賞状と記念品を贈呈いたしました。また、佳作４作品を代表して、丸五シー

エス工業（株）脇田富雄氏及び特別賞の（株）仲岡運輸 井口由江氏に江川
安全衛生委員長から賞状と記念品を贈呈いたしました。
　その後、貞宗新見労働基準監督署長の祝辞の後、今
回は、事例発表として７月に開催した岡山地方産業
安全衛生大会にて岡山労働局長優良賞を受賞され
た、タキロンシーアイ（株）岡山工場様の安全衛生
への取り組みについて鈴木グループ長より発表いた
だきました。
　特別講演では、高齢者の労働災害の増加が課題となって
おり、新見支部管内での労働者に占める高齢者が多くなっている現状から、
岩崎労働安全コンサルタント事務所の岩崎喜久男氏に「高齢者の労働災害防
止に向けて」と題して特別講演をしていただきました。高齢者の労働災害防
止に向けた施策、手法を学び有意義な特別講演となりました。
　最後に江川安全衛生委員長の閉会の挨拶で研究集会は盛会裏に終了しました。
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　新見支部では11月26日（火）に備北地区ゼロ災運動研究集会をまな
び広場にいみで開催しました。年末年始無災害運動実施に向けて、毎
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標語の表彰式を行いました。標語募集は昨年度に引き続き２回目となりますが、今回は
942句の応募がありました。安全衛生委員会にて審査をし、新見労働基準監督署長賞は住
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〇
新
見
労
働
基
準
監
督
署
長
賞

　
安
全
に
近
道
・
抜
け
道
・
妥
協
な
し
　

　
ル
ー
ル
遵
守
で
安
全
職
場

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社
　
　

小
郷
　
政
弘

〇
支
部
長
賞

　
あ
わ
て
る
な
！
安
全
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
者
！

　
無
駄
な
く
、無
理
な
く
、油
断
な
く

備
北
粉
化
工
業
株
式
会
社
　
　

須
田
　
協
正

〇
委
員
長
賞

　
ヒ
ヤ
リ
で
終
わ
っ
た
　
そ
の
体
験

　
明
日
に
活
か
し
て
　
ゼ
ロ
災
職
場

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社
　
　

矢
野
　
俊
一

〇
佳
作

　
安
全
は
一
人
一
人
の
意
識
か
ら
　

　
無
理
せ
ず
、無
視
せ
ず
、油
断
せ
ず
。

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社
　
　

源
内
　
和
義

　
一
声
か
け
る
思
い
や
り
　
み
ん
な
で
築
く
ゼ
ロ
災
害

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社
　
　

日
向
　
泰
基

　
な
め
る
な
　
慣
れ
る
な
　
気
を
抜
く
な
　

　
心
の
隙
間
　
事
故
の
元

備
北
粉
化
工
業
株
式
会
社
　
　

仲
田
　
い
ず
み

　
安
全
は
一
人
一
人
の
意
識
か
ら
　
守
る
気
持
ち
と

　
続
け
る
努
力
　
明
日
に
繋
げ
る
ゼ
ロ
災
害

丸
五
シ
ー
エ
ス
工
業
株
式
会
社
　
　

脇
田
　
富
雄

〇
特
別
賞

　
ゼ
ロ
災
は
　
お
互
い
の
声
　
ひ
び
く
和
に

株
式
会
社
仲
岡
運
輸
　
　

井
口
　
由
江

（
敬
称
略
）



（　）（　） 元. 12. 15 元. 12. 15６ ７─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

労務管理講習会（  2  月　　日　　　支部）受講申込書
《様式》 ＊7010

岡山県労働基準協会 検索

ご 担 当 者
職  氏  名

受講料

支

　払

　方

　法

円名分

①下記口座へ振込
　中国銀行　富田町支店
　普通　１６１３３８１
　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

②窓口に持参
※講習当日はご遠慮ください※

日にを 月

令和元年度 労務管理講習会のご案内

　当協会では、標記講習会を下記のとおり開催いたしますので、ご都合の良い日程・テーマでご受講ください。
使用者、人事・労務管理担当者をはじめ、多数の方にご参加いただきますようご案内申し上げます。

令和元年度 労務管理講習会のご案内

1．日　程・テーマ
日　　程 時　間 テーマ・講　師

記

令和２年
２月13日（木）
和気商工会
（和気郡和気町尺所２）

13：10～13：15
13：15～13：45
13：45～14：15

14：30～16：30

挨拶　　　　　 　　 和気労働基準監督署長　岡　本　敦　子 氏
指導「労働基準法等の改正を踏まえた労務管理について」 監督・安衛課長　遠　藤　英　文 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「人材確保から見た法改正と働き方改革」 

社会保険労務士／大河社会保険労務士事務所　大　河　健　二 氏

２月14日（金）
津山圏域雇用労働センター

（津山市山下92－1）

13：30～13：35
13：35～14：20
14：20～14：50

15：00～16：30

挨拶　　　　　 　　　　　　　 倉敷労働基準監督署長　諏　訪　雅　浩 氏
指導「監督指導結果から見る労務管理上の問題点について」 第一方面主任監督官　山　路　元　博 氏
講演「職場のハラスメント防止対策と非正規社員の不合理な待遇差の禁止について」

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「労務管理における企業のリスクマネジメントについて」

太陽綜合法律事務所 代表弁護士　近　藤　弦之介 氏

２月19日（水）
玉野市
　総合保健福祉センター
（玉野市奥玉1－18－5）

13：15～
14：10

14：10～15：00

15：10～16：40

挨拶        　　　　　　　　　　　　津山労働基準監督署長　田　村　明　良 氏
指導「改正労働基準法について」 　　監督課長　小　林　基　広 氏
講演「職場のハラスメント防止対策と非正規社員の不合理な待遇差の禁止について」

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「労務管理に活かしたいアンガーマネジメント講座」～イライラの連鎖から笑顔の連鎖へ～
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター　中　村　恵　美 氏

２月18日（火）
まなび広場にいみ
（新見市新見123－2）

13：35～13：40
13：40～14：10

14：10～14：50

15：00～16：30

挨拶    　　　　　 　　 　　　 新見労働基準監督署長　貞　宗　恵　治 氏
指導「パートタイム・有期雇用労働法施行に伴う同一労働同一賃金について」

監督・安衛課長　木　村　健太郎 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官  
特別講演「高齢者雇用のポイントと今後の対応について

特定社会保険労務士／神田労務コンサルティング　神　田　　　豪 氏

２月14日（金）
ＪＦＥスチール㈱広江クラブ
（倉敷市広江４－１－１）

13：30～
14：30

14：30～15：00

15：10～16：40

挨拶及び指導     　　　　　 　　　　岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏

広報「玉野市からのご案内」　 　　 
特別講演「これからの時代を生き抜く」
　　　　　～失敗から成功への労務管理、人が集まる組織にするには～

　　　株式会社荒木組 代表取締役　荒　木　雷　太 氏

２月27日（木）
笠岡市民会館
（笠岡市六番町1－10）

13：30～
14：40

14：40～14：50
15：00～16：30

挨拶及び指導        　　　   岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏

講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 
岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官

特別講演「中小企業に役立つ！残業の上限規制と同一労働同一賃金への対策」
社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　夫 氏

２月21日（金）
岡山県安全衛生会館
（岡山市南区山田　　　

2315－4）

13：30～13：40
13：40～14：30
14：30～15：00

15：10～16：40

挨拶        　　　   笠岡労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
指導「働き方改革関連法について」 　　監督・安衛課長　景　山　恒　平 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「ハラスメント問題への実務対応」

特定社会保険労務士／山陽経営管理事務所　富　永　優　子 氏

一般社団法人岡山県労働基準協会

２．受 講 料 　会　員　4,400円（消費税、資料代込）
　　　　　　　　 非会員　8,800円（消費税、資料代込）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　 当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　 会員IDをお持ちでない場合は、TEL（0 8 6）2 2 5－3 5 7 1へご連絡ください。
　　　　　　　　 ②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　　　 受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,000円と
振込手数料及びそれに係る消費税を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講
習会当日に欠席の場合は受講料の返金はいたしません。

岡山県労働基準協会 検索

※日程が変更になりました

※日程が変更になりました

※日程が変更になりました
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労務管理講習会（  2  月　　日　　　支部）受講申込書
《様式》 ＊7010

岡山県労働基準協会 検索

ご 担 当 者
職  氏  名

受講料

支

　払

　方

　法

円名分

①下記口座へ振込
　中国銀行　富田町支店
　普通　１６１３３８１
　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

②窓口に持参
※講習当日はご遠慮ください※

日にを 月

令和元年度 労務管理講習会のご案内

　当協会では、標記講習会を下記のとおり開催いたしますので、ご都合の良い日程・テーマでご受講ください。
使用者、人事・労務管理担当者をはじめ、多数の方にご参加いただきますようご案内申し上げます。

令和元年度 労務管理講習会のご案内

1．日　程・テーマ
日　　程 時　間 テーマ・講　師

記

令和２年
２月13日（木）
和気商工会
（和気郡和気町尺所２）

13：10～13：15
13：15～13：45
13：45～14：15

14：30～16：30

挨拶　　　　　 　　 和気労働基準監督署長　岡　本　敦　子 氏
指導「労働基準法等の改正を踏まえた労務管理について」 監督・安衛課長　遠　藤　英　文 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「人材確保から見た法改正と働き方改革」 

社会保険労務士／大河社会保険労務士事務所　大　河　健　二 氏

２月14日（金）
津山圏域雇用労働センター

（津山市山下92－1）

13：30～13：35
13：35～14：20
14：20～14：50

15：00～16：30

挨拶　　　　　 　　　　　　　 倉敷労働基準監督署長　諏　訪　雅　浩 氏
指導「監督指導結果から見る労務管理上の問題点について」 第一方面主任監督官　山　路　元　博 氏
講演「職場のハラスメント防止対策と非正規社員の不合理な待遇差の禁止について」

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「労務管理における企業のリスクマネジメントについて」

太陽綜合法律事務所 代表弁護士　近　藤　弦之介 氏

２月19日（水）
玉野市
　総合保健福祉センター
（玉野市奥玉1－18－5）

13：15～
14：10

14：10～15：00

15：10～16：40

挨拶        　　　　　　　　　　　　津山労働基準監督署長　田　村　明　良 氏
指導「改正労働基準法について」 　　監督課長　小　林　基　広 氏
講演「職場のハラスメント防止対策と非正規社員の不合理な待遇差の禁止について」

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「労務管理に活かしたいアンガーマネジメント講座」～イライラの連鎖から笑顔の連鎖へ～
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター　中　村　恵　美 氏

２月18日（火）
まなび広場にいみ
（新見市新見123－2）

13：35～13：40
13：40～14：10

14：10～14：50

15：00～16：30

挨拶    　　　　　 　　 　　　 新見労働基準監督署長　貞　宗　恵　治 氏
指導「パートタイム・有期雇用労働法施行に伴う同一労働同一賃金について」

監督・安衛課長　木　村　健太郎 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官  
特別講演「高齢者雇用のポイントと今後の対応について

特定社会保険労務士／神田労務コンサルティング　神　田　　　豪 氏

２月14日（金）
ＪＦＥスチール㈱広江クラブ
（倉敷市広江４－１－１）

13：30～
14：30

14：30～15：00

15：10～16：40

挨拶及び指導     　　　　　 　　　　岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏

広報「玉野市からのご案内」　 　　 
特別講演「これからの時代を生き抜く」
　　　　　～失敗から成功への労務管理、人が集まる組織にするには～

　　　株式会社荒木組 代表取締役　荒　木　雷　太 氏

２月27日（木）
笠岡市民会館
（笠岡市六番町1－10）

13：30～
14：40

14：40～14：50
15：00～16：30

挨拶及び指導        　　　   岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏

講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 
岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官

特別講演「中小企業に役立つ！残業の上限規制と同一労働同一賃金への対策」
社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　夫 氏

２月21日（金）
岡山県安全衛生会館
（岡山市南区山田　　　

2315－4）

13：30～13：40
13：40～14：30
14：30～15：00

15：10～16：40

挨拶        　　　   笠岡労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
指導「働き方改革関連法について」 　　監督・安衛課長　景　山　恒　平 氏
講演「職場のハラスメント防止対策について」　 　　 

岡山労働局 雇用環境・均等室　担　　当　　官
特別講演「ハラスメント問題への実務対応」

特定社会保険労務士／山陽経営管理事務所　富　永　優　子 氏

一般社団法人岡山県労働基準協会

２．受 講 料 　会　員　4,400円（消費税、資料代込）
　　　　　　　　 非会員　8,800円（消費税、資料代込）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　 当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　 会員IDをお持ちでない場合は、TEL（0 8 6）2 2 5－3 5 7 1へご連絡ください。
　　　　　　　　 ②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　　　 受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
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（086）221－2160
（086）422－6230
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（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
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ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,000円と
振込手数料及びそれに係る消費税を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講
習会当日に欠席の場合は受講料の返金はいたしません。

岡山県労働基準協会 検索

※日程が変更になりました

※日程が変更になりました

※日程が変更になりました
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荷主の皆様へ荷主の皆様へ

荷役災害防止説明会の開催について

記

　陸上貨物運送事業における労働災害のうち、荷台等からの墜落・転落、転倒、腰痛、荷役運搬機械災害とい

った荷役作業時における労働災害が約70％を占めています。さらに、これらの荷役作業時における労働災害の

約70％が荷主・配送先・元請事業者等（以下「荷主等」という。）の事業場で発生しています。

　このため、岡山労働局、各災害防止団体等を構成員とする「荷主等と陸運事業者との連携・協力促進協議

会」を発足させ、荷主等の事業場における労働災害防止を図ることとしたところです。

  この協議会の協力のもと、荷主等の皆様の事業場内での労働災害防止を目的とした説明会を下記により開催し、

皆様のご理解とご協力をお願いすることと致しました。

  つきましては、貴事業場の荷役災害防止担当者若しくは管理者の皆様の積極的なご参加をお願い致します。

  なお、お申し込みは、参加申込書に必要事項を記入の上、FAXにてお送りいただきますようお願い致します。

１．日  時  　令和２年２月４日（火）13時～17時
２．場  所  　岡山県トラック総合研修会館  ４階 大研修室
３．内  容 　（1） 岡山労働局労働基準部健康安全課長挨拶
　　　　　　（2） 説明内容
　　　　　　　　① 荷役作業における労働災害の現状と荷主等に求められる役割
　　　　　　　　② 荷役作業における労働災害防止対策
　　　　　　　　③ 荷役作用の安全衛生教育
　　　　　　　　④ 陸運事業者との連絡調整
　　　　　　　　⑤ 関係法令

（別紙）　陸運労災防止協会岡山県支部 あて（FAX 086－234－5600）

　　　　　　　　　　　　荷役災害防止説明会 参加申込書

陸上貨物運送労働災害防止協会 岡山県支部
（協賛）岡　　山　　労　　働　　局

事業場名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

担当者名  連絡先 

事業場見学研修会を行いました事業場見学研修会を行いました事業場見学研修会を行いました事業場見学研修会を行いました

　和気地区プレス・機械金属災害防止協議会並びに岡山県労働基準協会和気支部の会員様合同による研修会が、
11月15日（金）にＪＸＴＧエネルギー（株）水島製油所において行われました。（参加者17名）
　ＪＸＴＧエネルギー（株）水島製油所は、日本最大の製油所で、日本一の原油処理能力を有しており、１日あ
たり32万バレル（50,912キロリットル）の原油を処理して各種の石油精製品を生産しています。まずＤＶＤにて
会社の概要をお聞きした後、大規模な各種の装置や原油タンク等をバスから車窓見学しました。気になっていた
危険体感設備の見学では、実際に発生した労
災事故を教訓とした危険体感設備が整ってお
り、新入社員や配置転換社員には是非とも体
験・体感してほしい内容の設備となっていま
した。
　また、安全資料室ではパネルによる過去の
事故等の紹介や定期的に発刊されるかわら版
形式による安全衛生に対する啓発、また、危
険予知に関する考え方や情報等が紹介され、
充実した内容となっていました。構内で働く
労働者一人一人に安全衛生に対するきめ細や
かな対策が講じられており、安全衛生を意識
させる取り組みがなされていました。
　こういった普段体験できない機会が得ら
れ、充実した研修会となりました。

和気地区プレス・機械金属災害防止協議会

　岡山地区プレス災害防止協議会は、11月19日（火）にタイメック株式会社本社工場様（総社市西郡197－1）及
び吉備工場様にて見学研修会を行いました。（参加者22名）
　同社は、経営トップが明確な方針を示し、幹部の理解のもと５Ｓ活動（環境整備）に特に力を入れており、
「キレイな工場からしか本当の良品質な製品は生まれない」をモットーに、環境整備を徹底し、美しい工場・現
場作りに日々取組まれていました。
　この取組みの一環として、毎日、朝礼の後
15分程度環境整備の時間を設けることや、書
類を入れる棚に扉をなくし、どこにどのよう
な書類等があるかを分かるようにするなど見
える化を行っておられました。また、工場の
床面はもちろん機械類はきれいに清掃されて
おり、工具類も整理整頓が徹底されていまし
た。
　参加者一同、同社の事務所・工場の環境整
備の状況を拝見して、今以上に整理・整頓等
を行うことの重要性を考えさせられ有意義な
見学研修会になりました。
　なお、同社の本社工場、吉備工場には、そ
れぞれ中小企業無災害記録証の第一種（努力
賞）、第三種（銅賞）が授与されています。

岡山地区プレス災害防止協議会
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死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

2019年労働災害発生状況

製造業
2人（－3）

有害物との
接触
1人（＋1）

貨物取扱業
13人（＋1）

崩壊・倒壊
1人（－2）

おぼれ
0人（－3）

飛来・落下
1人（＋1）

墜落・転落
0人（－2） 転倒

0人（－2）

はさまれ・
巻き込まれ
2人（＋1）

交通事故
3人（＋2）

林業
1人（±0） 林業

26人（＋1）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　436人

　　　　　　　　（－2）　

木建36人（＋3）

　  建設業
      188人
        （－8）

建設業
1人（－2）

運輸業
1人（±0）

　  鉱業
　　4人（＋1）

運輸交通業
240人（－41）

その他の
事業
672人
   （－16）

その他の
業種
3人（＋1） 業種別

8人
（－4）

事故の
型　別
8人
（－4）

全産業
1579人
（－64）

　社会福祉施設における令和元年10月末現在の災害（休
業４日以上）は118件と前年同期より＋３件（2.6％増
加）となっています。
＊事例①　事例①　動作の反動、経験６年、休業１月
　利用者をベットから車椅子へ移乗介助中、移乗がうまく
いかず、ベットに戻る際、腰に負担が掛り負傷した。
＊事例②　転倒、経験11年、休業３月
　入浴介助が終わり、利用者を脱衣所へ誘導していた際、
足が滑って転倒し負傷した。
＊事例③　墜落転落、経験1年、休業３月
　利用者の介助が終わり、事務所へ戻るため階段を降りて
いた際、階段を踏み外し、踊り場で転倒し負傷した。

　2019（平成31）年４月から年５日の年次有給休暇（以下「年
休」という。）を労働者に取得させることが使用者の義務になったと
聞きましたが、パートタイム労働者についても取得させる義務がある
のでしょうか。

　労働者が雇入れの日から６か月間継続勤務し、その間の全労働日の８割以上出勤した場合には、
年休を付与しなければならないこととなっています。

　パートタイム、アルバイト等雇用形態の違いにかかわらず５日の年休を取得させる義務の対象
となるのは、年休の付与日数が10日以上の太枠で囲った部分に該当する労働者です。

社会福祉施設における労働災害の増加

【参考】※社会福祉施設の労働災害は、平成20年以降10年で2.5倍となっています。
①事故の型では、「動作の反動・無理な動作、転倒災害」で全体の72％を占めています。（H30）
②動作の反動は、「移乗作業中、介助作業中」のものが半数以上を占めています。
③転倒災害は、「通路など建設物等」に起因したものが70％を占めています。
　また、「滑り、つまづき」による災害が半数以上を占めています。
④基本的な、「４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動」、「ＫＹ（危険予知）活動」が重要です。
⑤「職場における腰痛予防対策指針」、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」（厚生労働省ＨＰ参照）

毎週火曜日と木曜日10時から16時
（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。

武田育男税理士事務所
岡山市北区東島田町１丁目２－５

Tel.（086）231-1227

太陽綜合法律事務所

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
山 下 　　綾
川 端 美智子
石 田　麻 衣
青 田 　　夢
永 山　皓 太
鹿 室　辰 義
岡 田　湧 介
石 島 　　弘

〒700-0901
岡山市北区本町6番36号
　第一セントラルビル2階
　TEL（086）224-8338（代）
　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人
三井造船特機エンジニアリング株式会社
マリン・メンテ事業部

取締役事業部長　横 田 盛 男

労働調査会の定期刊行誌労働調査会の定期刊行誌

労働調査会　関西支社 http://www.chosakai.co.jp/
大阪市西区阿波座2丁目2-18 TEL.06-6541-3045　〒550-0011

労働基準広報
発行 月３回(１日・11日・21日) 
　　　  年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／56頁
年間購読
会費 本体価格 56,000円

★お申し込みは、
最寄りの一般社団法人岡山県労働基準協会・各支部へ!!

いち早く、労働行政関連情報を手に入れるなら、労働調査会の定期刊行誌！ 
ご希望の方には、無料で見本誌を差し上げています。

先見労務管理
発行 月２回(10日・25日)
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 本体価格 56,000円

労働安全衛生広報
発行 月２回(１日・15日) 
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 本体価格　56,000円

理事長
総社市久代140 8番地の6
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FAX.（0866）96－2040
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高品質企業への進化

〒712-8012
岡山県倉敷市連島1丁目15番10号
TEL 086-440-0606（代）FAX 086-440-0611

株式会社ヤマダ
代表取締役社長　山田 啓吾

あなたの心で運ぶハート引越便

遠 藤 俊 夫
岡山県貨物運送株式会社
代表取締役社長　

〒700-0027 岡山市北区清心町4番31号
TEL （086）252-2111（代）
ホームページ  http://www.okaken.co.jp

年５日の年次有給休暇の確実な取得

①原則となる付与日数

②パートタイム労働者など所定労働日数が少ない労働者に対する付与日数（週の所定労働時間が
　30時間以上の労働者は、上の表の原則の日数を付与する必要があります。）
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死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
10月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

2019年労働災害発生状況

製造業
2人（－3）

有害物との
接触
1人（＋1）

貨物取扱業
13人（＋1）

崩壊・倒壊
1人（－2）

おぼれ
0人（－3）

飛来・落下
1人（＋1）

墜落・転落
0人（－2） 転倒

0人（－2）

はさまれ・
巻き込まれ
2人（＋1）

交通事故
3人（＋2）

林業
1人（±0） 林業

26人（＋1）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　436人

　　　　　　　　（－2）　

木建36人（＋3）

　  建設業
      188人
        （－8）

建設業
1人（－2）

運輸業
1人（±0）

　  鉱業
　　4人（＋1）

運輸交通業
240人（－41）

その他の
事業
672人
   （－16）

その他の
業種
3人（＋1） 業種別

8人
（－4）

事故の
型　別
8人
（－4）

全産業
1579人
（－64）

　社会福祉施設における令和元年10月末現在の災害（休
業４日以上）は118件と前年同期より＋３件（2.6％増
加）となっています。
＊事例①　事例①　動作の反動、経験６年、休業１月
　利用者をベットから車椅子へ移乗介助中、移乗がうまく
いかず、ベットに戻る際、腰に負担が掛り負傷した。
＊事例②　転倒、経験11年、休業３月
　入浴介助が終わり、利用者を脱衣所へ誘導していた際、
足が滑って転倒し負傷した。
＊事例③　墜落転落、経験1年、休業３月
　利用者の介助が終わり、事務所へ戻るため階段を降りて
いた際、階段を踏み外し、踊り場で転倒し負傷した。

　2019（平成31）年４月から年５日の年次有給休暇（以下「年
休」という。）を労働者に取得させることが使用者の義務になったと
聞きましたが、パートタイム労働者についても取得させる義務がある
のでしょうか。

　労働者が雇入れの日から６か月間継続勤務し、その間の全労働日の８割以上出勤した場合には、
年休を付与しなければならないこととなっています。

　パートタイム、アルバイト等雇用形態の違いにかかわらず５日の年休を取得させる義務の対象
となるのは、年休の付与日数が10日以上の太枠で囲った部分に該当する労働者です。

社会福祉施設における労働災害の増加

【参考】※社会福祉施設の労働災害は、平成20年以降10年で2.5倍となっています。
①事故の型では、「動作の反動・無理な動作、転倒災害」で全体の72％を占めています。（H30）
②動作の反動は、「移乗作業中、介助作業中」のものが半数以上を占めています。
③転倒災害は、「通路など建設物等」に起因したものが70％を占めています。
　また、「滑り、つまづき」による災害が半数以上を占めています。
④基本的な、「４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動」、「ＫＹ（危険予知）活動」が重要です。
⑤「職場における腰痛予防対策指針」、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」（厚生労働省ＨＰ参照）

毎週火曜日と木曜日10時から16時
（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。

武田育男税理士事務所
岡山市北区東島田町１丁目２－５

Tel.（086）231-1227

太陽綜合法律事務所

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
山 下 　　綾
川 端 美智子
石 田　麻 衣
青 田 　　夢
永 山　皓 太
鹿 室　辰 義
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　第一セントラルビル2階
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　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人
三井造船特機エンジニアリング株式会社
マリン・メンテ事業部

取締役事業部長　横 田 盛 男

労働調査会の定期刊行誌労働調査会の定期刊行誌

労働調査会　関西支社 http://www.chosakai.co.jp/
大阪市西区阿波座2丁目2-18 TEL.06-6541-3045　〒550-0011

労働基準広報
発行 月３回(１日・11日・21日) 
　　　  年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／56頁
年間購読
会費 本体価格 56,000円

★お申し込みは、
最寄りの一般社団法人岡山県労働基準協会・各支部へ!!

いち早く、労働行政関連情報を手に入れるなら、労働調査会の定期刊行誌！ 
ご希望の方には、無料で見本誌を差し上げています。

先見労務管理
発行 月２回(10日・25日)
　　　 年６回別冊付録つき
判型/頁数 B5判／64頁
年間購読
会費 本体価格 56,000円

労働安全衛生広報
発行 月２回(１日・15日) 
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年５日の年次有給休暇の確実な取得

①原則となる付与日数

②パートタイム労働者など所定労働日数が少ない労働者に対する付与日数（週の所定労働時間が
　30時間以上の労働者は、上の表の原則の日数を付与する必要があります。）
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労働安全衛生関係

免許試験日程
2020年１月から３月までの間に
当センターで実施する学科試験
の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

３月

4

12
12

3

7・18
7・18

5

１月

9
8
31
31

24
24

22

17
17

21

２月

14
19

21
20
6・20

4・18
4・18

7

★には、更に実技試験があります。
2020年

★
★

★

★
★

労働安全衛生法に基づく各種健康診断を受診いただけます。
●定期　●雇入れ時　●海外派遣時　●特定業務従事者　●深夜業務従事者　など

(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています
(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています

一般健康診断

労働安全衛生法に基づく各種作業環境測定を実施いただけます。
●粉じん　●特定化学物質　●金属　●有機溶剤　●騒音　など

作業環境測定

健康支援活動を行っています。
●産業医　●保健指導　●健康教育　●ストレスチェック

産業保健活動

対象となる特定の業務に従事している労働者に対し実施する健康診断です。
●VDT　●騒音　●腰痛　●振動　など

行政指導による健康診断

一般健診とは別に、有害業務に従事する労働者は業務内容に応じた健康診断を受診する必要があります。
これらの健康診断を総称して、特殊健康診断といいます。
●じん肺　●有機溶剤　●鉛　●特定化学物質　など

特殊健康診断

◉ご不明な点がございましたら、
　労働衛生センター（TEL 086-281-4500  FAX 086-282-6548）まで
　お気軽にお問合せ下さい。

労働災害－災害事例・統計－ 15

12月は「職場のハラスメント撲滅月間」です
安心して働くための「無期転換ルール」とは？
岡山県最低賃金
高年齢労働者労働災害防止シンポジウムのご案内
粉じんばく露防止対策講習会のご案内

2
2
3
10
12

第30回備北地区ゼロ災運動研究集会を開催
令和元年度労務管理講習会のご案内
事業場見学研修会を行いました
荷役災害防止説明会のご案内
こんな時、どうする？ 人事・労務Ｑ＆Ａ

5
6
8
9
14


